


脆弱なスラリー層を強化。強い下地を形成し、屋根の美観を長期間維持します。 

特殊なプライマーと施工方法により脆弱化したスラリ

ー層を浸透強化し、強固な下地をつくります。 

■素地調整について 
●コケなどを残しますとプライマーの付着不良を起こします。完全に取り除い
てください。 
■塗料と塗装について 
●シーラーの塗装は瓦表面にシーラーが浮くまでたっぷりと塗装してください。 
●シーラー塗装時の基材は吸い込みがありますので、場合によっては１～３回
塗装となる場合があります。 

●シーラー乾燥後にガムテープを塗装面に張り付けし、その後、剥がしたとき
粘着面に着色スラリー層が付着していないことを確認してください。 

●ガムテープに着色スラリー層が付着する場合は、シーラーを再度塗布してく
ださい。 
　注）シーラーの塗布が不足している場合は基材への浸透不足により、素地
の強化がされず効果が出ません。 

●降雨、降雪が予想される場合や外気温が５℃以下、湿度８０％以上での塗装
は避けてください。  

●塗装器具は使用後、速やかにラッカーシンナーなどで洗浄してください。 
●表面を水洗いした後、および雨や露、霜で濡れているときは充分に乾燥
させてから塗装してください。 
●塗装にあたっては好天であることを確認し、塗装後２４時間以内に降雨
などが予測される場合は塗装を控えてください。 
●降雨などがあった場合は必ず１日、もしくは２日以上の塗装間隔をあける
とともに瓦表面に水分がないことを確認してから塗装してください。 
●ローラー施工の場合は上下の瓦がつながらないように施工してください。
つながった所は漏水の原因となります。必ず縁切りを行なってください。 
●塗装後の前小口部に塗料が溜まりますと、雨漏れにつながることがあり
ます。必ず、皮スキやカッターなどで縁切りを行なってください。 
●高圧水洗やエアレス塗装では、施工中のミストの飛散がトラブルの原因
になりますので充分に養生を行なってください。 
●塗料の保管は密栓し、直斜日光の当たらない涼しい冷暗所に保管してく
ださい。 

【注意事項】 
下塗から上塗まで弱溶剤系を採用し、周りの環境や作

業者へ対する安全性を考慮しています。 

材料の調合 施工方法 施工間隔 

素地調整 
●高圧洗浄でホコリ、コケなどを充分に洗浄し、脆弱なスラリー層を撤去してください。 
●コケなどは取りにくいため、ワイヤーブラシなどを使って洗浄してください（水圧80～120㎏／㎝

2

）。 

工程 

●ローラー 
●刷毛 

１２時間以上７２時間以内 
（２３℃） 

８時間 
（２３℃） 

６時間 
（２３℃） 

６時間 
（２３℃） 

── 

２時間以上７日間以内 
（２３℃） 

シーラー 

可使時間 使用量 

０．３～０．５㎏／㎡ 
（１～３回） 

●ＮＴスラリー瓦用上塗　Ａ液 
●ＮＴスラリー瓦用上塗　Ｂ液 
●塗料用シンナーＡ 

…………………１４㎏ 
……………………２㎏ 

……………………………０～２㎏ 

●ＮＴスラリー瓦用上塗　Ａ液 
●ＮＴスラリー瓦用上塗　Ｂ液 
●塗料用シンナーＡ　 

…………………１４㎏ 
……………………２㎏ 

……………………………０～２㎏ 

●ＮＴスラリー瓦用シーラー　Ａ液 
●ＮＴスラリー瓦用シーラー　Ｂ液 

………………１４㎏ 
………………２㎏ 

●スプレー 
●ローラー 
●刷毛 

上塗 
（１回目） ０．１５㎏／㎡ 

●スプレー 
●ローラー 
●刷毛 

０．１５㎏／㎡ 
上塗 

（２回目） 
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工事施工は、当社指定の専門業者が施工します。安心

の施工体制です。 
2 ▲グレー ▲マウスグレー ▲クラウドグレー 

▲スレートブラック ▲ブラック ▲ココナッツ 

▲ゴールド※ ▲ブリックレッド ▲スレートブラウン 

▲ラシットレッド ▲ガーネットレッド※ ▲チェスナット 

▲グラスグリーン※ ▲オリーブ※ ▲ディープブルー 

●ＮＴスラリー瓦用シーラー 

●ＮＴスラリー瓦用上塗　各色 

……… 
１６㎏セット（Ａ液１４㎏、Ｂ液２㎏） 
 ８ ㎏セット（Ａ液７㎏、Ｂ液１㎏） 

…… 
１６㎏セット（Ａ液１４㎏、Ｂ液２㎏） 
 ８ ㎏セット（Ａ液７㎏、Ｂ液１㎏） 

標準色、特注色を用意しています。屋根の新たなイメ

ージチェンジが可能になりました。 
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●別途シルバー系の銀黒２号、銀黒３号、シルバーブラック、銀青もご用
意できます。実際の色は最寄りの営業所・出張所までお問い合わせく
ださい。 
●上記以外の色も調色可能です。色相・価格などは最寄りの営業所・出
張所までご相談ください。 

スラリー瓦は、生産工程で小口

部分（水垂部）に凹凸ができます。

また、瓦表面にも凹凸があります。

見分けるポイントは、右の写真の

ように、前小口のみでほぼ見分

けがつきます。 

瓦の判別 

①瓦小口部で確認する方法 

塗り替え時期になったスラリー

瓦は表面の着色スラリー層がも

ろくなっているため、釘やカワス

キで瓦表面を軽くひっかくと着

色スラリー層がボロボロと取れ

ます。 

②瓦表面で確認する方法 

●スラリー瓦前小口 ●一般瓦前小口 

前小口が凸凹 前小口がフラット 

瓦の識別は、スラリー瓦塗替え工法のポイントです。 

●この標準色は印刷のため、実際の仕上がりとは多少の色違い
が生じる場合があります。ご了承ください。 
※印の標準色（４色）は割高になります。 

スラリー瓦洗浄前の状態 高圧水洗後の状態 
ＮＴスラリー瓦用シーラーを施工 
（表面がピカピカになるまで塗装した状態） 

拡大写真（接写） 

軍手で拭うと、脆弱なスラ
リ－層および粉塵・藻類が
取れてくる状態。 

高圧水洗後の瓦を軍手で
拭うと若干スラリ－層が付
く程度。 

部分的に吸い込みが出た
場合、再度塗装を行ないま
す。塗装間隔は５～１０分程
度です。 


